
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































農耕関係 4 3 3 3 2 3 2 20 
砂川堤普請 O 2 。 O O O 3 
開帳建札届 O 2 。3 4 11 
事件届出 。 O 2 O O O 3 
宿駅関連 5 3 4 O 。4 5 21 
教働関連 5 O O o O 7 
氏神関連 O O 。。 3 
訴訟関連 O O O 。 3 
倹約令関連 O O o 。。 2 
宿財政関連 O 。 O O O 2 
その他 o 3 O 。 6 





④盗賊被害届 5 9 2 。O 7 6 29 
金)遺失物届 O D 。。 3 
③屋敷建省願 O 2 O 3 2 9 
⑨処罰御免願 。2 3 2 10 
⑤人別移動届 3 2 O O 3 7 16 
⑥経済鍾助 O 3 O O O O 4 
⑦町内借財 O O 。O 3 
⑧金銭訴訟 O 3 。。O 2 O 5 
⑨その他 O O O 。2 3 6 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文化13年 5 月~ r諸願添印帳J(木屋本陣文書)のうち「町j組頭署名史料一覧
|番号 年月日 表題(内容) 差出
1文化13(1816)/081 |乍不恐申奉帳願外二口付上)書(⑤(私惇政次郎与申者行衛棺知れ 願名主、庄宮や町商の人ふ、伯父 喜八、組頭2
13文化13(1816)/08121 乍之代恐奉品局物等口上取逃書候(私二宅付江)盗n賊忍入旅人之内所持 宮町届主五兵衛、組頭2名、(庄屋)1 
名
20 文化13(1816)/(8)/04乍恐ー(彦根JI原町米屋惣七荷物取逃ー付n¥弐町目宿治郎三郎、組頭2名




30 文化13(1816)/121 |乍申ニ恐付奉)御の届上口上書(盗賊入込米弐俵等相見不 草津東横町利助、組頭3名
32 /ロ118盗乍取恐御之健届二奉付申)よヴ候〉口上書(盗賊忍入私所持之品 田中九蔵、組頭2名、庄屋1名
40 文化14(1817)/01/29乍恐御届ケ書(町内佐助方へ盗賊入込ーイ寸)、D 五丁目組頭2名(庄屋)1名
42 文化14(1817)/021 |私乍妻恐奉へ願貰上申度口上二{書寸)(⑥追分村平左衛門後家娘さき 願名主、庄草屋津1宿名東横町 口や卯八、組頭3
45 文化14(1817)/031 ニ乍付恐)ー⑨(私娘ぬい南笠村善右衛門方ー遺シ申度 願名主草津宿伝次郎、組頭2名、庄屋1
47 文化14(1817)103/15乍等待恐奉赴差ニ付上)口⑨上書(叉左衛門宅へ盗賊忍入木綿 ヱ町目又左衛門、組頭2名、庄や




51 文化14(1817)/051 乍ニ付恐)奉⑨願口上書(私惇友蔵義帳外之儀御免之儀 草津八宿郎Ii:兵町衛自、友組麓頭親2名十、次郎、一家惣
代 庄屋2名






62 文化14(1817)/07120 |等乍金恐御手居紛失ケ奉ニ付申上)②之事(美意火野郡白井村和l助 宮町履主伝兵衛、組頭2名、庄屋
63 復乍仕恐奉度願之僅口ニ上付之)事⑨(私所持論所字赤根川筋堤修 願主仁右衛門、組頭1名、(庄屋)1名
66 文化14(1817)/09/19ニ乍イ恐寸)奉⑨願口上之事(私椿屋敷五屋板一建替申度 東町願主孫七、組頭3名、〈圧屋1名〉












































113 文政02(1819)/01/ 乍恐奉届口上之事(私共町肉借財主法立ヱイ寸) 弐丁目組頭2名、年寄1名
'7; 





152 文政04(1821)/011 [私居宅立替普請仕度一付願書]③ |弐名丁、年メ寄乍組Jj頭目、脳主 平右衛門、組頭1
〈庄屋1名〉
154 文政04(1821)/02/04付乍恐)⑨奉申上白書(枠，青八儀御宅金メ御赦免顧ー ニ丁、組メ頭;青代八親 卯、年兵寄衛1、親類屋喜1兵名衛、
同 1名 名庄
158 文政04(1821)/031 訴[下状笠JG村a~1北岡伝左衛門枠伝競借銀取立之骨量一付 願主宮丁太助、組頭2名、年寄 1名、
圧屋1名
160 文政04(1821)/04129度乍二恐付型軽)顧⑨口上事(下笈村武兵衛町内伝兵衛引取 伝兵衛兄武兵衛、西横町組頭2名
165 文政04(1821 )/06/02 |書[私]⑨義盗賊忍入庖前一鰐置候古手類取赴ー付届 一丁メ醤ニ郎、組頭2名、年寄1名
169 文政04(1821)/07/24 乍牢御恐奉免願之儀口ニ上付之)事(4()当町内小右衛門枠寅吉儀出 組小右頭衛2名門、親庄類や惣1代名 喜平次、仁兵衛、
177 文政04(1821)/10122[私方盗賊入込古たは」入等取逃ー付届書J(f) 届年寄主東1名γ 山田や伝次郎、組頭1名、
179 文政04(1821)/11/29[盗賊入込候犠子一而銭筒等紛失仕ーイ寸届書]① 東横llIT庖主権助、組頭1名、年寄1名
180 文政04(1821)/09/14[私持家瓦蔓ー建替仕度ー付願書J(~) 願屋)主1五名〉γメ 忠兵衛、総irn1名、く(庄
183 文政04(1821)/10122候[私ニ方付略目小財布等相見へ不申候全盗賊入込取赴 |届名主東績町山田屋伝次郎、組頭1
届書 :1' 庄墜1名
184 文政04(1821)パ2/01 [拙宅往還通りー短刀落散有之ーイ寸届書Y2' 届主宮γ 左兵衛、組頭2名、年寄1名
185 文政04(1821)/12/07乍恐奉受取口上司書(盗賊取溢候小倉男帯等請取 草津東γ 山田屋伝次郎、組頭2名、
二付)⑨ 荘墨1名
187 文政05(1822)/01122[書旅1<9:鐘)屋庖女日産奉公人口入商売仕度ー付願 |願高主人 弥五郎、東横町組頭2名、庄屋
188 文政05(1822)1江、ゾ26乍入ー商売(海仕老度屋ニ弥付五)⑨郎儀旅篇屋庖女日雇奉公人口 東績町坂組惣代2名、組頭2名
192 文政05(1822)/01 102 ⑨ [私娘ゑん神領村与惣兵衛方へ遣し度ー付届書] 丁メ弥七、組頭2名、(庄屋)1名






207 文政05(1822)/071 乍恐奉届口上書(盗賊入込銭等取訟ー付)① 宮名町、庄彦根屋源蔵、組頭2名、年寄1
屋1名
208 文政05(1822)/071 度乍ニ恐付奉願上口上之事(私居宅E屋損蔓ー建替仕 草名津、庄信屋六1町名目乍組頭新兵衛、年寄1
)':主)
214 文政05(1822)/08!27乍恐奉届口上書(盗賊入込金子等取逃ーイ寸)主l 屋宮町1名五兵衛、組頭2名、年寄1名、庄
216 文政05(1822)/091 乍恐奉願口上書(私借家瓦屋損ー建替仕度ー 年宮町寄願1名主、乍組頭茂八、同組頭1名、
付)(3; 庄屋1名
218 文政05(1822)/09/06付乍恐)⑨奉願口上之事(町内音吉義御宅金御免之儀ー 五町回組頭2名、年寄1名、庄屋1名






221 文政05(1822)/091 17 乍恐奉届口上之事(盗賊入込銭等取溢ー付)⑨ 宮町金八、組頭2名、庄屋1名
225 文政05(1822)1口/ 乍恐奉願口上事(本家文四郎方へ私枠延次郎養 孫兵衛、組頭1名
子ニ差遣ニ付)⑤
i~t) 史料番りは史料 . })，;c紋nln" {I'，月日欄のこ)内数宇は問月 J
表題欄の[ [乃u日i主は平行が{、jした似題 芹f十出欄における去間後のl 、|人JV，('jは点 2の項目を示「
差出欄び)，;L!.肢はfl:織す11; 人紋のみとし、キ;稿び)分析では人名(よねに必 l~_ L_ l~ -1，.: 1"イめ原則的に省略したミ
差出欄におけふ( : J!.Jの役職1'1は推定によるもの，f，'，'H欄におけふく > I f..JO)rit.~ 紋は奥書の署名 J













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 4 文化13年 5 月~ I諸顕添印帳J(木屋本陣文書)のうち農耕関係史料一覧
l番号|年月日 表題 差出 i項目
18 文化13(1816)/08/29 (東横町往還伏銭樋伏換願ニ付) 庄屋両人
!請用水・滋普い
2 文化13(1816)/⑧119乍恐奉願口よ書(早稲方中田夏以来不順之犠 百姓惣代2名、年寄2名、度 田畑見分
ニ付) 屋2名
23 文化13(1816)1⑧119乍恐ー(用水樋修覆之儀ー付) 年寄2名、庄屋両人 li用青水・凌普い
24 文化13(1816)/091 |分乍恐之僅奉願ニ付口)上書(当宿御白地御廻村作毛御見 吉や姓商惣人代2名、年寄2名、庄 田畑見分
52 文化14(1817)/061 乍り顧恐之口儀上ニ書イサ(当)宿御園地いもち入ー付いもち送 年寄£名、庄屋2名 農耕祈願
56 文化14(1817)107/05相乍籍恐奉申願度口上之事(当宿回地皐損ー付氏神江 草2名津.宿圧百屋姓2惣名代2名、年寄 農耕祈願
ニ付)
60 文化14(1817)/07/17乍乞恐氏奉神願江笹口上踊仕之事度ニ(当付宿)御白地皐横一付為雨 年寄1名、庄屋両人 農耕祈願
105 文政01(1818)/06/03乍へ恐棺纏奉願申度口ニ上付之)事(当宿御岡地皐領ニ付氏神 百や姓1名惣代2名、年寄3名、庄 農耕祈願





112 文政02(1819)/01/I [当宿込田池井湯1筋凌仕度一付願書] 年名番2名、年寄1名、庄屋1
|錆用水・凌普い
123 文政02(1819)/061晦 |送乍仕恐奉届口上書(当宿御田地いもち入候ニ付虫 草津百姓惣代1名、年寄1 農耕祈願
度ニ付) 名庄屋1名
125 文政02(1819)/09123|御乍恐仕ー替御(字願大ニ門池弁字新池用水樋御見分之上 年寄2名、庄屋1名 |請用水・凌普い付)
139 文政03(1820)/07/晦 乍恐奉届口上之事(当宿御田地いもち入ー付虫 百屋姓1名惣代1名、年寄1名、庄 農耕祈願
送り仕度ニ付)
148 文政03(1820)/09/10[当宿御田地御廻村御見分之犠ー付願書] 百姓惣代2名、年寄1名、庄 田畑見分
屋1名
164 文政04(1821)105116乍恐氏神奉願ニロ上之事(当宿御国地悪損ー付為雨 屋百姓2名惣代2名、年寄2名、庄 農耕祈願
乞 ニ付)
174 文政04(1821)/09/08




204 文政05(1822)106120 送乍仕恐度奉届ニ付口)上之事(当宿団地いもち入候ー付虫 百屋姓1名惣代1名、年寄1名、庄 農耕祈fi




























10主) 史料番号l土史料の記載順。{j}-J日桝lの01人j数字は閏川 氏題欄の[ ]のdL述は筆者が付した仮題c
差m欄の記載(土役職名と人数のみとし人名は省略したc
/、
ハ
出
張
之
節
俄
一
一
d
メ
差
出
候
一
一
付
午
治
人
白
姓
惣
代
名
印
刊
行
八
な
し
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
来
的
に
は
史
料
一
O
七
の
よ
う
な
田
畑
見
分
願
を
藩
に
提
出
す
る
時
に
は
、
庄
屋
の
他
に
い
臼
姓
惣
代
と
年
寄
の
署
名
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
コ
そ
れ
が
叶
わ
な
い
時
に
は
ぼ
性
惣
代
の
署
名
ぞ
れ
と
同
時
に
な
し
で
村
役
人
の
著
名
の
み
で
差
し
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
残
る
農
耕
祈
願
願
も
田
畑
見
分
願
と
同
じ
差
出
人
構
成
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
関
係
性
は
農
耕
祈
願
願
に
も
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
c
こ
の
こ
と
は
、
庄
屋
・
年
寄
が
農
業
を
渡
世
と
す
る
者
の
代
表
と
し
て
の
意
味
を
併
せ
持
っ
と
川
時
に
、
宿
全
体
内
結
合
が
農
業
共
同
体
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
て
い
た
こ
と
を
一
不
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
用
水
普
請
や
波
い
を
問
屋
・
年
寄
が
願
い
出
て
い
る
こ
と
は
、
筆
者
の
指
摘
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
宿
駅
関
係
の
願
書
・
届
芹
も
多
く
見
ら
れ
、
表
l
に
示
し
た
通
り
二
a
通
と
な
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
東
海
道
・
中
山
道
両
日
の
渡
所
修
復
で
九
通
で
あ
る
つ
本
陣
出
設
備
修
復
一
二
通
、
杵
れ
環
筋
道
普
請
一
通
、
矢
倉
村
境
黒
門
修
復
願
一
通
を
併
せ
る
と
宿
駅
施
設
の
普
請
関
係
は
副
一
四
通
を
数
え
る
c
こ
の
他
に
は
、
御
茶
壷
ム
ロ
修
徳
関
連
が
一
一
通
、
宿
役
人
勤
方
書
上
(
以
下
、
一
件
ず
つ
)
、
雲
助
追
善
石
碑
建
立
願
、
貫
目
改
所
手
当
願
、
問
屋
役
帰
役
願
、
病
人
村
継
送
願
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
願
書
・
届
書
を
街
役
人
が
差
し
出
す
こ
と
は
、
草
浬
宿
が
交
通
政
策
上
の
行
政
山
中
伎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
、
つ
c
た
だ
し
、
最
後
に
あ
げ
た
病
人
村
紋
送
願
(
史
料
一
-
二
二
)
は
他
の
も
の
と
若
干
趣
を
異
に
す
る
。
そ
の
点
と
は
、
他
の
願
書
・
届
書
が
宿
役
人
の
裁
量
で
業
務
遂
行
が
完
結
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
業
務
遂
行
に
は
例
守
の
家
や
「
町
一
の
協
力
が
不
可
欠
怖
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
八
号
(
二
0
0
0年
二
一
月
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
史
料
本
文
を
左
に
記
す
。
ま
ず
、
乍
恐
奉
頼
口
上
之
事
一
私
シ
儀
紀
州
海
野
郡
梅
原
村
住
居
之
者
に
て
為
猿
舞
渡
世
仕
、
此
口
勢
州
よ
り
同
元
へ
罷
帰
り
候
処
、
道
連
川
村
太
蔵
娘
ま
昔
、
与
申
者
、
旅
中
に
で
病
気
一
一
取
合
、
於
当
所
歩
行
も
難
栢
成
難
渋
者
之
儀
一
一
御
出
候
へ
ハ
、
召
連
帰
り
候
路
銀
も
無
御
座
候
、
誠
一
一
難
儀
迷
惑
仕
二
村
、
加
熱
拠
此
段
奉
願
ヒ
候
問
、
何
卒
格
別
之
以
御
慈
悲
ヲ
右
病
人
儀
送
り
御
仕
出
し
成
被
下
候
様
奉
口
口
、
尤
途
中
に
て
死
去
等
仕
候
ハ
H
私
シ
付
添
罷
在
候
儀
一
一
付
、
其
所
に
て
差
配
仕
、
御
当
所
へ
ハ
少
も
御
難
掛
申
間
数
候
問
、
何
分
此
段
御
開
済
被
成
下
置
候
ハ
者
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
巳
上紀
州
海
野
郡
梅
原
村
十工
H高
五f
日二
猿
51 
日伝
土
口
草
浄
作
旅
宿
山
田
開
伝
次
郎
組
長員
吉
兵
衛
利
右
衛
門
御
役
人
中
右
之
通
私
、
ン
共
ま
て
願
出
候
付
御
届
奉
申
上
候
、
巳
上明
屋
山
中
七
左
衛
門
九
江
州
草
津
宿
に
お
け
る
宿
と
「
町
」
と
の
関
係
(
井
出
努
!主
深
υ出
又
五
郎
御
奉
行
様
こ
の
史
料
形
式
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
病
人
の
村
々
継
送
願
は
、
願
E
で
あ
る
旅
人
お
よ
び
旅
宿
が
旅
宿
の
あ
る
一
釘
」
の
組
頭
を
通
じ
て
宿
役
人
中
に
提
出
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
宿
役
人
が
膳
所
藩
郡
奉
行
に
提
出
す
る
と
い
う
、
E
で
言
及
し
た
ル
l
ト
に
則
っ
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
個
々
の
旅
宿
で
起
き
た
事
件
な
ど
を
宿
役
人
が
把
握
す
る
場
合
に
は
「
町
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
願
書
に
は
町
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
例
外
的
な
事
例
で
あ
る
通
常
は
、
個
人
や
家
が
願
、
五
と
な
る
場
合
に
は
彼
ら
の
肩
書
に
、
組
頭
が
願
、
一
十
i
と
な
る
場
合
に
は
組
頭
の
一
肩
書
一
に
町
名
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
表
3
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。以
上
の
こ
と
か
ら
、
宿
の
特
質
を
ひ
と
ま
ず
左
記
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
@ 
地
方
支
配
の
行
政
単
位
"2') 
交
通
支
配
の
行
政
単
位
③ 
農
業
共
同
体
と
し
て
の
側
面
ν 
住
民
生
活
と
「
町
」
と
の
関
わ
り
日
で
述
べ
た
よ
う
に
、
組
頭
の
署
名
が
み
ら
れ
る
願
書
・
届
書
は
個
キ
の
個
人
や
家
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
「
町
」
が
U可
住
民
生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
こ
で
は
柁
互
扶
助
機
能
の
考
察
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
町
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
?
日
&
閣
。
帯
主
阿
か
ら
述
べ
る
と
、
「
釘
」
の
相
互
扶
助
機
能
と
し
て
、
左
記
の
三
つ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
貢
・
伝
馬
役
代
金
管
済
の
た
め
の
経
済
的
援
助
③②  
犯
罪
者
の
処
罰
免
除
・
減
刑
嘆
願
町
内
の
秩
事
維
持
①
の
年
貢
・
伝
馬
役
代
八
小
皆
済
の
た
め
の
経
済
的
援
助
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
の
時
に
は
、
「
町
」
が
未
進
者
の
親
類
に
付
し
て
援
助
を
求
め
た
り
、
町
内
で
頼
母
子
講
を
開
催
し
て
未
進
分
の
銀
f
を
絞
め
て
い
去
3
に
あ
げ
た
史
料
で
、
こ
れ
に
直
寂
的
に
関
わ
る
も
の
る
事
例
を
紹
介
し
た
は
史
料
八
八
が
あ
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
同
史
料
本
文
を
左
に
紹
介
し
た
い
。
乍
恐
奉
願
口
上
之
事
一
東
横
町
私
共
組
内
困
窮
弥
増
、
御
年
貢
井
出
栢
役
金
等
難
相
立
候
ニ
付
、
又
四
郎
・
源
次
郎
・
権
兵
衛
・
与
吉
四
人
之
者
共
家
屋
敷
町
・
組
へ
差
出
し
、
当
時
借
家
仕
居
候
、
然
処
右
之
者
共
不
納
仕
置
侯
御
未
進
米
斤
役
金
町
・
組
へ
引
れ
ニ
相
成
御
座
候
問
、
右
屋
敷
相
望
候
者
も
無
御
一
伸
候
一
付
、
此
度
家
出
け
i
先
払
少
分
-
で
山
も
右
成
方
足
銀
仕
度
奉
存
伐
、
ド
九
叫
hm敷
之
儀
ハ
町
振
も
宏
敷
相
成
候
事
故
早
々
相
望
候
者
共
間
九
日
、
2
々
家
作
為
致
引い
J
Z
究
長
人
主
ニ
人
お
や
働
問
監
候
問
川
中
十
本
十
行
候
、
何
卒
御
憐
感
之
上
右
こ
ほ
ち
家
之
御
願
御
免
被
成
下
候
様
偏
ニ
御
願
奉
申
上
候
、
じ
上
月1
廿
九"~ 
日差
図
略
東
横
町
坂
組
ヰw
ft 
卯
兵
衛
同
助
四
郎
組
頭
六
左
衛
門
同
善
五
郎
右
願
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上
庄
屋
両
人
御
奉
行
様
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
又
四
郎
ら
四
人
の
年
貢
・
伝
馬
役
代
金
の
未
進
分
は
東
横
町
な
ら
び
に
町
内
坂
組
の
引
負
と
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
屋
敷
地
も
東
横
町
な
ら
び
に
坂
組
へ
接
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
「
町
」
お
よ
び
「
組
」
に
接
収
さ
れ
た
屋
敷
地
は
買
い
手
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
町
」
お
よ
び
「
組
」
側
は
「
家
居
」
(
用
材
お
よ
び
建
具
な
ど
カ
)
だ
け
で
も
売
り
払
い
、
引
負
分
の
返
済
に
充
て
る
方
針
を
と
り
、
家
屋
敷
の
取
り
壊
し
を
藩
に
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
未
進
者
が
支
払
え
な
い
場
合
は
「
町
」
や
「
組
」
が
そ
の
未
進
分
を
引
き
受
け
る
事
例
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
c
文
政
一
O
年
(
一
八
一
一
一
O
月
に
西
横
町
組
頭
平
兵
衛
ら
が
膳
所
藩
郡
奉
行
に
差
し
出
し
た
「
御
願
七
)
書
」
に
よ
る
と
、
西
横
町
内
に
居
住
す
る
助
之
丞
の
年
貢
・
伝
馬
役
代
金
の
未
進
分
を
西
横
町
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
町
内
へ
も
損
難
多
相
掛
り
、
割
悌
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
八
号
(
1
0
0
0
年
三
月
か
け
候
へ
ハ
忽
二
・
三
軒
も
潰
家
出
来
一
統
難
渋
仕
候
」
と
述
べ
て
回
避
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
と
い
、
つ
こ
と
は
、
町
内
住
民
の
負
債
を
「
町
」
が
肩
代
わ
り
す
る
と
い
う
選
択
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
た
か
、
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
一
示
す
。
す
な
わ
ち
、
「
町
」
が
町
内
住
民
の
負
債
を
引
き
受
け
る
と
い
う
選
択
自
体
は
決
し
て
例
外
的
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
又
四
郎
ら
四
人
の
負
債
を
「
町
」
お
よ
び
「
組
」
が
引
き
受
け
る
際
に
、
彼
ら
の
家
屋
敷
を
「
町
」
お
よ
び
「
組
」
に
差
し
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
家
屋
敷
が
「
町
」
お
よ
び
「
組
」
が
引
き
受
け
た
負
債
を
返
済
す
る
財
源
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
「
町
」
に
よ
る
屋
敷
地
や
建
物
の
共
同
体
的
所
有
権
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
が
、
そ
の
解
明
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
史
料
上
で
は
、
「
町
」
内
部
の
「
組
」
は
東
横
町
や
宮
町
と
い
っ
た
他
「
町
」
よ
り
規
模
が
大
き
い
「
町
」
に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
c
こ
れ
ら
の
「
町
」
で
は
内
部
集
団
で
あ
る
「
組
」
が
「
町
」
の
機
能
の
一
部
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
町
」
お
よ
び
「
組
」
に
よ
る
未
進
者
の
負
債
引
受
は
、
坂
組
に
大
き
な
負
債
を
も
た
ら
し
た
。
史
料
九
七
に
よ
る
と
、
坂
組
の
負
債
に
対
し
て
「
地
下
方
」
(
地
方
支
配
に
関
わ
る
宿
役
人
の
こ
と
カ
)
よ
り
も
手
当
し
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
た
め
、
庄
屋
高
田
次
郎
八
・
年
寄
庄
兵
衛
が
膳
所
藩
へ
銀
五
貫
目
の
拝
借
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
実
際
の
未
進
分
の
皆
済
に
尽
力
し
た
の
が
「
町
」
お
よ
び
「
組
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藩
へ
拝
借
銀
を
願
い
出
る
主
体
が
宿
役
人
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
c
こ
の
こ
と
は
、
草
津
宿
と
い
う
単
位
が
地
方
支
配
の
単
位
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
四
江
州
草
津
宿
に
お
け
る
ん
伯
と
「
町
」
と
の
閃
係
(
井
出
努
次
に
犯
罪
者
の
処
罰
免
除
・
減
刑
嘆
願
お
よ
び
町
内
の
秩
序
維
持
に
つ
い
て
述
べ
た
い
c
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
の
二
つ
は
同
じ
物
事
の
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
る
c
表
2
に
よ
る
と
、
処
罰
御
免
願
の
項
目
に
分
類
き
れ
る
願
書
・
届
書
は
一
(
)
件
あ
り
、
判
以
が
署
名
す
る
願
昔
日
・
日
立
い
の
中
で
も
多
い
部
類
に
入
る
。
こ
の
一
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
史
料
五
一
(
表
3
参
照
)
仁
は
、
「
私
作
友
蔵
義
身
持
不
行
跡
一
付
、
町
役
片
親
類
共
段
々
異
見
を
加
へ
候
得
叫
ん
、
行
作
直
り
不
申
候
ニ
付
、
去
ル
戊
年
帳
外
之
儀
御
願
奉
申
上
候
処
」
と
記
さ
れ
、
組
頭
と
親
類
が
友
蔵
に
対
し
て
意
見
を
加
え
た
上
で
、
一
旦
は
落
に
対
し
て
人
別
帳
よ
り
の
削
除
を
願
い
出
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
願
い
出
は
漆
に
聞
き
入
れ
ら
れ
、
友
蔵
は
人
別
帳
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
続
い
て
、
同
史
料
に
は
「
枠
友
蔵
義
所
々
ニ
流
浪
致
、
ン
難
渋
仕
罷
花
、
親
共
之
厚
恩
を
思
ひ
、
先
非
を
悔
、
此
LELt視
共
太
切
ニ
仕
、
実
体
ニ
相
稼
可
申
候
1
、
帰
参
御
願
申
上
呉
候
様
親
類
共
迄
度
々
頼
越
候
一
一
付
、
実
否
問
札
候
処
相
違
斥
鑑
…
御
座
候
-
一
付
、
不
顧
恐
此
直
瓦
蔵
帰
参
之
儀
御
願
奉
申
上
紋
」
と
書
か
れ
、
友
蔵
が
反
省
し
た
こ
と
を
受
け
て
親
類
ら
が
何
度
も
瓦
蔵
の
帰
参
を
願
い
出
た
た
め
、
友
蔵
の
帰
参
を
願
い
出
る
願
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
親
類
ら
の
願
い
出
を
受
け
て
願
争
げ
を
作
成
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
願
書
を
実
際
に
作
成
し
た
の
は
五
町
日
制
組
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
内
の
身
持
ち
が
悪
い
許
に
対
す
る
説
諭
や
、
人
別
帳
か
ら
の
削
除
と
い
っ
た
人
身
に
対
す
る
処
分
に
至
る
ま
で
「
町
」
が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
2
そ
し
て
、
町
内
の
人
身
持
ち
が
悪
い
符
が
「
町
」
や
親
類
の
手
に
余
る
よ
う
に
な
れ
ば
人
別
帳
よ
り
の
削
除
を
願
い
阿
る
一
方
、
反
省
す
れ
ば
彼
の
帰
参
を
願
い
出
る
と
い
っ
た
動
き
に
、
帳
外
願
お
よ
び
赦
免
艇
が
町
内
の
秩
門
H
6
1
 l
 
序
維
持
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
乙
先
に
、
犯
罪
者
の
処
罰
免
除
・
減
刑
嘆
願
お
よ
び
町
内
の
秩
序
維
持
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。
む
す
び
に
か
え
て
以
上
の
分
析
か
ら
、
共
両
体
的
な
問
題
関
心
に
引
き
つ
け
て
述
べ
る
と
、
宿
が
農
業
共
同
体
と
し
て
の
特
質
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
「
町
ー
は
宿
内
住
民
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
特
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
こ
の
よ
う
な
機
能
上
の
分
担
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
(
信
「
町
」
双
方
の
住
民
結
合
が
そ
れ
ぞ
れ
独
白
の
位
置
づ
け
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
c
「
町
」
が
宿
内
住
長
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
特
質
を
有
す
る
に
至
っ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
「
町
」
が
商
業
共
同
体
と
も
一
言
、
つ
べ
き
側
而
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
一
一
小
す
例
の
一
つ
と
し
て
、
史
料
一
八
七
j、
J¥. 
(表
3
参
照
が
あ
げ
ら
れ
る
。
双
方
と
も
海
老
屋
弥
五
郎
が
旅
龍
屋
で
働
く
女
日
一
展
の
口
入
商
売
を
行
い
た
い
旨
を
藩
に
願
い
出
た
願
書
で
あ
る
。
前
者
の
差
出
人
は
、
願
主
弥
五
郎
、
東
横
町
組
頭
吉
兵
衛
・
甚
七
、
庄
屋
両
人
。
後
者
の
差
出
人
は
、
東
横
町
坂
組
惣
代
的
四
郎
・
卯
兵
衛
、
組
頭
甚
じ
・
吉
兵
衛
で
あ
る
二
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
願
書
の
文
中
に
「
右
町
明
地
面
へ
罷
越
、
小
家
ニ
山
も
取
繕
、
旅
龍
屋
匝
女
旦
雇
奉
公
人
口
入
商
売
仕
、
町
今
留
メ
女
召
抱
出
来
不
申
候
旅
龍
屋
共
へ
世
話
致
遺
候
ハ
、
、
自
然
与
往
来
之
旅
人
足
留
メ
ニ
も
相
成
、
町
方
旅
寵
時
計
不
及
申
、
東
横
町
共
賑
々
敷
相
成
史
料
一
八
七
)
ゃ
、
一
此
度
海
老
屋
弥
五
郎
儀
当
組
内
へ
罷
越
、
奉
公
人
斤
日
一
雇
一
口
人
商
売
仕
度
段
相
願
被
中
候
、
在
候
へ
再
自
然
リ
人
寄
も
山
H
政
肱
ひ
ニ
相
成
、
れ
そ
町
・
組
繁
昌
之
本
一
一
も
一
吋
相
成
泰
存
候
一
(
史
料
一
、
八
八
)
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
日
一
雇
の
口
入
れ
商
売
を
誘
致
す
る
こ
と
が
、
草
津
宿
全
体
や
東
横
町
な
ら
び
に
町
内
坂
組
の
繁
求
に
繋
が
る
こ
と
が
、
ヒ
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
史
料
-
ヘ
八
の
存
在
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
商
売
を
行
う
例
人
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
「
町
」
や
「
組
一
の
問
題
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
深
井
甚
三
氏
に
よ
り
、
丈
化
初
年
(
一
八
O
四
)
の
長
観
と
し
て
、
草
注
・
石
部
雨
宿
は
し
ハ
O
O軒
未
満
で
は
あ
る
も
の
の
、
裏
通
り
・
小
路
家
並
み
の
発
達
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ま
た
、
水
口
1
草
津
間
は
、
そ
れ
以
東
の
東
海
道
の
宿
駅
に
比
し
て
、
寄
棟
草
屋
と
特
に
蔵
造
り
が
目
立
つ
町
並
み
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
草
津
宿
は
比
較
的
発
達
し
た
町
並
み
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
政
九
年
で
八
二
六
)
の
こ
と
で
あ
る
が
、
脇
本
陣
や
協
本
陣
並
で
あ
っ
た
旅
龍
屋
五
剰
の
う
ち
持
向
が
一
石
に
満
た
な
い
も
の
が
二
軒
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
旅
誌
屋
を
専
業
で
営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
、
つ
に
草
津
宿
は
比
較
的
、
都
市
的
な
発
展
が
見
ら
れ
た
宿
場
で
あ
り
、
引
に
農
業
に
従
事
し
な
く
て
も
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
は
存
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
町
L
が
住
民
生
活
に
対
し
て
深
く
関
わ
る
と
い
う
状
況
が
成
立
し
た
一
国
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
都
市
的
な
発
展
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
〈
は
じ
め
に
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
在
方
町
の
都
市
的
発
展
に
よ
り
「
町
」
結
合
が
顕
在
化
す
る
こ
と
れ
体
は
既
に
渡
辺
浩
一
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
研
究
で
は
、
武
蔵
国
粕
壁
宿
に
お
け
る
「
町
」
結
合
の
顕
在
化
の
背
景
と
し
て
、
地
方
組
織
と
し
て
の
「
名
主
組
」
が
都
市
社
会
特
有
の
分
別
家
削
出
や
本
百
姓
株
例
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
八
号
(
て
0
0
0
年一
A
月
の
譲
渡
・
移
動
に
よ
り
地
縁
的
ま
と
ま
り
が
崩
壊
し
た
こ
と
が
折
抑
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
都
市
的
発
展
に
よ
り
農
村
的
地
縁
結
合
が
崩
壊
し
、
新
た
に
一
町
」
と
い
う
都
市
的
な
地
縁
結
合
が
顕
在
化
す
る
と
い
う
議
論
で
あ
り
、
住
民
結
合
形
態
と
し
て
の
地
縁
性
の
問
岨
が
湿
上
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
し、。
こ
の
よ
う
に
、
氏
の
研
究
で
は
農
業
に
関
わ
る
問
題
が
議
論
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
こ
の
問
題
点
は
す
で
に
氏
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
農
業
と
商
業
の
問
題
を
絡
め
た
形
で
「
町
」
結
合
の
独
自
性
を
採
る
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
」
そ
れ
に
対
し
て
、
拙
稿
は
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
分
析
を
行
う
一
つ
の
方
法
を
提
示
し
得
た
と
思
う
。
た
だ
L
、
議
論
に
組
み
込
め
な
か
っ
た
問
題
点
も
数
多
く
あ
る
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
も
の
は
、
「
問
」
結
合
の
顕
在
化
を
時
代
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
は
バ
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
3
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
し、
O 注
(
l
)
在
方
と
さ
れ
る
地
域
に
存
生
す
る
都
市
的
な
場
の
こ
と
。
従
来
、
こ
の
よ
う
な
都
市
的
な
場
ほ
、
研
究
認
題
の
別
に
よ
り
在
郷
町
や
在
町
な
ど
様
今
一
な
名
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
〆
一
こ
れ
ら
の
名
称
を
大
き
く
括
る
名
称
と
し
て
波
辺
治
会
氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
詳
細
に
つ
い
て
は
、
は
辺
浩
-
「
注
世
日
本
の
都
市
と
民
衆
、
一
(
士
け
川
弘
文
飢
、
一
九
九
九
年
)
序
却
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
(
2
)
渡
辺
治
一
「
近
肝
後
期
に
お
け
る
在
ん
町
の
住
民
結
合
」
、
同
「
郡
山
的
性
民
粘
合
の
存
立
条
件
」
、
同
「
在
方
町
の
惣
町
約
結
合
」
、
同
「
在
厄
町
に
お
け
る
「
町
』
結
合
に
つ
い
て
一
(
以
上
、
渡
辺
前
掲
妻
、
こ
れ
以
後
は
順
に
渡
辺
命
文
1
1
W
と
略
す
)
、
深
作
μ
一
-
「
加
賀
藩
御
郡
所
町
、
小
杉
新
町
(
小
杉
山
)
の
町
立
て
と
地
四
川
州
平
洋
'
的
に
お
け
る
宿
と
「
町
」
と
の
関
係
(
井
出
努
り
略
的
私
人
け
」
(
丸
山
搾
成
樹
1
日
本
近
刊
の
地
域
引
会
必
」
、
文
献
山
刊
版
、
一
九
九
八
守
)
、
川
一
仙
と
町
」
(
寸
紘
法
制
ト
伴
l
交
通
の
州
北
九
¥
i川
川
弘
?
止
削
、
一
九
九
同
年
)
、
山
小
点
山
刀
「
近
叶
し
作
郷
町
の
叫
川
先
い
(
名
抗
出
版
、
ム
九
九
、
一
町
二
日
向
宏
己
一
摂
津
池
山
に
お
け
る
町
共
同
体
」
(
小
部
よ
し
f
秘
u
ト
人
以
と
川
辺
ι都
市
の
研
究
」
、
清
文
堂
、
一
九
九
凶
年
)
、
川
「
織
内
抗
郷
町
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
村
政
機
構
の
改
革
」
(
「
大
阪
教
育
大
学
紀
袋
第
日
部
門
一
一
-
一
一
、
A
九
八
年
)
、
松
下
万
平
子
「
畿
内
在
郷
町
に
お
け
る
町
政
機
構
一
(
梅
渓
昇
教
授
氾
行
ぷ
念
論
文
集
刊
行
会
編
「
日
本
近
代
の
成
立
と
展
開
』
、
忠
文
聞
出
版
、
会
九
八
川
午
)
、
川
合
賢
二
「
天
保
の
お
蔭
踊
り
と
村
政
改
革
」
(
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
七
六
、
一
九
七
七
年
三
鶴
美
子
「
近
世
伊
丹
の
町
政
組
織
に
つ
い
て
一
二
地
域
研
究
い
た
み
一
九
、
一
九
七
八
年
)
(
3
)
前
掲
波
辺
論
文
I
-
H
-
w
o
ま
た
、
乾
宏
巳
氏
ら
に
よ
る
摂
津
田
池
田
の
研
究
(
前
掲
乾
・
松
ド
・
川
合
論
文
)
に
よ
る
と
、
池
田
は
中
世
か
ら
発
達
し
た
町
場
で
あ
り
、
寛
永
期
に
は
二
O
余
も
の
「
町
一
が
存
在
し
て
い
た
一
し
か
し
、
延
市
矧
に
そ
れ
を
無
視
し
た
形
で
村
政
組
織
が
五
株
に
八
刀
け
ら
れ
た
)
そ
の
た
め
、
都
山
化
の
進
誕
百
と
と
も
に
手
間
が
砕
い
じ
、
化
政
問
お
よ
び
天
保
期
を
期
に
村
政
組
織
に
お
け
る
「
川
」
の
役
割
が
別
人
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〉
(
4
)
拙
稿
「
什
州
HV
沖
'
仙
に
お
け
る
村
政
機
偽
と
川
n
一
け
八
川
体
一
(
一
例
教
大
学
大
学
院
紀
中
K
」
一
七
、
九
九
九
年
)
~
(
5
)
7
v汗
山
山
L
」
一
一
九
八
川
年
)
、
一
山
一
(
6
)
J
V
法
前
広
い
m
の一
1
比
H
M
」
(
7
V
沖
巾
史
史
料
集
-
川
、
千
九
九
今
八
年
)
一
一
七
l
k
一一頁
(
7
)
『
草
津
市
史
」
五
(
一
九
九
O
年
)
六
孝
一
草
津
市
閣
係
介
衣
や
、
川
巻
剣
山
帆
史
料
に
よ
る
と
、
田
中
九
蔵
家
、
田
中
七
左
衛
門
家
(
以
上
、
本
晴
作
家
)
の
他
、
太
田
、
高
田
、
竹
村
、
辻
、
深
尾
、
山
内
な
ど
の
白
字
を
持
つ
者
が
比
較
的
多
く
確
認
で
き
る
。
(
8
)
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
「
町
」
に
関
す
る
説
明
は
拙
稿
(
註
4
参
照
)
に
よ
る
。
(
9
)
小
林
博
編
「
東
海
道
草
津
宿
関
係
史
料
一
一
八
二
大
阪
経
済
法
科
大
学
論
集
』
五
六
、
一
九
九
四
年
)
史
料
番
号
一
五
二
二
九
(
叩
)
木
屋
本
陣
(
田
中
七
左
衛
門
家
)
文
書
p司
jI司
(
日
)
稲
作
に
害
を
も
た
ら
す
虫
を
追
い
払
う
儀
礼
(
ロ
)
引
用
史
料
中
に
「
紀
州
海
野
郡
梅
原
村
一
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
梅
原
村
は
名
車
部
に
属
す
る
村
で
あ
る
。
な
お
、
紀
伊
国
に
は
「
海
野
郡
一
と
い
う
郡
は
存
在
し
な
い
口
似
た
名
称
の
郡
富
と
し
て
は
、
名
付
中
郡
の
隣
郡
に
海
部
郡
と
い
う
郡
が
あ
る。
(
口
)
、
川
(
i
)
参
山
'
(
日
)
本
岸
本
附
・
よ
れ
白
川
ラ
ご
V
沖
ト
山
中
九
」
し
ハ
て
九
九
可
一
同
九
五
1
七
頁
に
読
み
下
し
文
が
川
拘
叩
帆
ぃ
(
時
)
i
v
r
H
町
に
お
け
る
町
内
の
一
組
」
は
、
「
リ
沼
市
完
了
円
(
ゐ
九
九
日
年
二
川
六
。
頁
参
照
。
な
お
、
各
一
町
一
の
軒
数
に
つ
い
て
は
相
似
(
J
(
4
)
)
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
(
同
)
深
芹
甘
竺
二
「
東
海
道
宿
場
町
の
発
達
と
景
観
一
へ
深
井
前
川
拘
vtH)
(
打
)
『
草
津
市
史
」
二
、
間
五
九
頁
[
付
記
]
草
津
宿
本
陣
館
長
田
中
文
子
氏
に
は
史
料
の
利
用
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
む
草
津
市
教
育
委
員
会
八
杉
淳
氏
・
山
石
間
一
水
氏
に
は
や
~
料
閲
覧
な
ど
色
々
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
誠
意
を
表
し
た
い
c
(
い
で
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)
会
九
九
九
年
十
月
十
五
日
受
理
っ
と
む
